
ピックルボールをやってみようと思ったAさん，Bさん，Cさん。３人の目には，「ピックルボール」が『やってみたいこ
と』として、映りました。それは，これまでの運動やスポーツとの関わりの中で，類似した運動やスポーツを楽しんだ
経験があったからだと思います。
また，我が子をスポーツフェスティバルに連れてきて，運動やスポーツを体験させていたDさん。我が子を「スポー
ツフェスティバルへ連れていきたい」と思ったのは、どうしてなのでしょうか。
Dさんのような立場で参加した方のアンケートには，「子供と一緒に運動を楽しみたいと思って参加しました」
「子供のためにと思って参加しましたが，自分も楽しめました」と書かれていました。
「運動は楽しいこと」，「運動をすることは大切なこと」と考えることが，Dさんのような“支える”姿につながってい
るように感じます。
小谷村で出会えた大人たちがスポーツを“する”・“支える”姿には，きっと自身が受けた「体育の授業」も関係が
あるのではないかと思われます。
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11月９日（日）に，小谷村総合型地域スポーツクラブ主催の「小谷村総合型スポーツフェスティバル」が，小谷
小学校の体育館や校庭等で開催されました。スポーツには「する」だけではなく，「みる」「支える」「知る」等の多
様な関わり方があります。この日のスポーツフェスティバルには，それぞれの関わり方で，生涯にわたってスポーツ
ライフを送る大人の姿がありました。本号では，その様子を紹介します。

生涯にわたってスポーツライフを送る大人たち
～小谷村総合型スポーツフェスティバルの様子から～

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

友人や子供とスポーツを“する”
ニュースポーツ「ピックルボール」体験コーナーでは，友人同士でピックルボール
を楽しむAさんとBさんがいました。２人ともピックルボールは初体験でした。お互い
にラリーがたくさん続くことを目指して，打ち方や力加減を調整していました。
その隣で，ラリーを続けるCさん親子もピックルボールは初体験でした。Cさんは，
子供よりも早く思った所にボールを打つコツをつかみ，ラリーがたくさん続くよう，子
供が打ちやすい所を狙ってボールを打っていました。

我が子の“する”を“支える”
スポーツフェスティバルには，未就学児を連れた保護者の姿もありました。その中
には，自分の身長よりも長い竹刀を持った我が子に寄り添うDさんがいました。Dさ
んは，我が子が竹刀に興味をもったことを感じると，その場に用意されていた紙筒
を使い，竹刀を振ってその紙筒をとばすことを考えて一緒に遊んでいました。さらに，
子供が遊んでいる様子を見ながら，「上手だよ」，「いいね」と声を掛け，子供が
もっとやりたくなるように工夫していました。

体育科・保健体育科では，
「生涯にわたって心身の健康を保持増進し

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成すること」を目指しています。
授業で育成された資質・能力が、本号の大人の姿に繋がっているのではないでしょうか。

主催者のMさんは，「村民が様々な運動やスポーツを体験して，運動や
スポーツを“する”人が増えてくれたら嬉しい。村民に、もっと小谷村総合
型地域スポーツクラブのことを知ってもらいたい」と話してくれました。村
民の運動やスポーツを“する”を“支える”大人がここにもいました。
また，参加者同士で昼食を食べながら「最近，どう？」とおしゃべりを楽
しんでいる光景もありました。このスポーツフェスティバルが単なる運動
やスポーツの体験会ではなく，スポーツを通して，地域のつながりを強
くする機会にもなっています。来年度のスポーツフェスティバルも，とても
楽しみです。〈食事をしながら会話を楽しむ参加者〉

ご意見・ご感想はこちら↑
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